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荒川村原およびその周辺の天狗祭り   
Ⅰ 地域概況  
秩父地方は，古くから信仰の地として知られて  
いる。その背景には，山岳信仰の対象となった複  




























































Ⅰ 荒川村における天狗祭りの分布  
「天狗祭り」「テンゴウ祭り」と呼ばれる子供  











の人たちは，この使い分けが明瞭である。   
























メージではない。   








































天狗祭りが行われない理由は，このへんにあろう。   
2）天狗祭りの呼称   
荒川村の天狗祭りの呼称は，「天狗祭り」と「テ  
ンゴウ祭り」に分けられる。呼称の意味の違いは  
－136仙   
第1表 荒川村における天狗祭りの分布  
主な構築物  日持ち  
旧村名  集落名  祭りの呼称  嗣または 祭 神  天狗小尾など を作る場所  参加者       の有無  祭りの 中断年   備 考  
下 郷  天狗祭り  お天狗様  下 地  小中学生 （高等2年）  ○  ○  ；○  有  昭和30年代 の半ば  大きい大天狗を作ると学校か ら指導者が来て小さくさせた  
反 平  ケ   ケ  スナゴ   〃   ○  ○  ○  一ケ   昭和15年ころは12二13人ほど  
が参加していた  
上 平  〃   〃  ▲丸 田   〃   ○  ○  ○  イ■   反平とともに10月24日にお天  
ケ   狗棟のお祭りをする  
繁 川  〃  川 端   〃   ○  ×  ×  ケ   〃  天狗棟の耐への参拝は祭日の  
午前10時ころ行った  
大 指  
古 池  
町 分  天狗簸り  お天狗嫌  網掛け  ′ト中学生 （高等2年）  ○  ○  ○   有  昭和35年こ ろ  祭日の月を拝むならわしがあ る   
猪 鼻  〃   〃  田端魔の下  ケ   ○  ○  ○  ケ   〃   天狗の松があり天狗はそこに  
おりてくるという  
上 サ  〃  山の神  ▲愛宕山   〃   0  ○  ○  〃   天狗祭りの材料はどこから  ・ケ  
伐ってきてもよいといった  
青 梅  〃  お天狗株  栃の木沢の下  〃   ○  ×  ○  ク  昭和3ア年  日持ちは餅とケンチョン汁で 行う  
▲円通寺付近  
自 久                                                                             中 野  ク   ○  ○  ○  〃   終戦直後  天狗祭の場所は山から川へ  
荒川右岸   移っている  
お天狗梯  
原   〃   （金比羅様）  ▲前 山   〃   ○  ○  0  〃  継続中  子供の数も減少L近年小天狗 を作っていない  
お天狗棟  ▲前lり 川 橋 場  ケ  ク   ○  ×  0  〃   昭和30年代  
荒右岸  のゃば   
宜サ原  〃  山の神  ▲ヒノチ沢上  ケ   ○  ○  ○  〃   
昭和柑年こ  
ろ   り5抜かち10銭であった   
柴 原  
小野原                          常の巣  
小野原  天狗祭り  11」の神  ▲来さし  小学校の6 年まで  ○  ×  ×  有  終戦直後  大天狗をヤダラという   
松 葉  テンゴウ祭り  お天狗廠  ▲天狗横磯内 ▲オシテ沢下  小中学生 く高等2年）  ○  ○  X  無  昭和30年代 のヰば  資力ラは各家から2束ずつ集 めて天狗祭りを行った  
大六天  
大 塚  〃   神 社  ▲大六天の田  〃   ○  ×  ○  〃   〃  大天狗の柱には釆の木を多く  
用いている  
日 野                                                         下日野  〃  お天狗棟  荒川右岸   ク ○ ○ × ケ ・ケ 河原石を3、4偶積んで  
の宵を作って拝んだ  
寺 沢  ク  山の神  ▲lLlの神   ク   ○  ○  ○  〃  終戦直後  天狗株は山の神でもあろうと いう小尾の火災がおきている  
芦 川  〃  お天狗様  和田河原   ○  ○  ×  〃   
一シ  天狗祭りには使う木はどこの  
山から伐ってもよいといった   
〃   〃  大鳥河原  坂 口  ク   ○  ○  〉く  〃   昭和40年代  
▲八 割  後半   おこし中断の原因となった  
上単純  〃   ク  ▲公会堂の畑  小学4年生   ○  ○  ×  ケ   昭和30年代  戦後になって公会堂付近の畑  
下単純  荒川右岸  から高等Z年  前半   から河原へ場所が移った  
啓 上  〃  白髪神社  ▲白贅神社   ケ   ○  ×  ○  〃   戦  前  昭和になってからは数えるほ どか し行っていないという  
上田野  〃  山の神  ▲前の山   
昭和30年代  
〃   0   0   〉く  ケ   初期   参加した  
船川  ケ  ▲エタンザワ  小学6年生  ○  ○  X  ケ  昭和30年代 の半ば  祭りの前E＝こニタンザワの宕 上に山の神を祭 
椛屋  
栃久保   
から高等2年  って拝んだ  
上石原  昭和39年こ  
下石原  〃   お天狗棟  飛 沼  小中学年生 （高等2年）  （⊃  ○  X  ケ  ろ   清L各年ほどに行っている   
久 那  久 那  〃   〃  馬流い   ○  ○  ×  ケ  大正初期  荒川沖内で1番卒く中断Lた 天狗祭りである   〃  
㊧天狗小屋などを作る場所の▲印は、山地で火祭りを行うところである。無印は河川をいう。  









しんでから，小天狗や大天狗に火を放った。   











































なった。   
















人数によって作られないこともあった。   




























































天狗祭りに参加していた。   
2）大天狗と小屋づくり   


















る。   












ば入れるほどである。   











は，11月12日に行われた「，   


























見て，徐々に仕事を覚えていく。   










の麦カラが集められた。   




































下げて竹の箸別こ注ぎ，大将以下が回し飲みにする。   





























が放たれるのを待つ。   





























期で落ち葉も多い。消火は念入りに行われる。   




























・テンゴウ祭りの前日， ニタンザワの岩の入り口  
に山の神を祀って拝むならわしである（船川・椛  



















































































原と同様であった。   










ので，何よりも楽しみであったという。   






狗様の祭りを行っている。   
4）上郷   
天狗祭りには，子供たちが午前10時頃に集合し  
て，天狗のj示引こお神酒を供えて拝んだ。祭りを行  
う場所は，荒川の左岸，川端の付近である。   










り遅く燃やすとよいとされた。   








立ち，筒酒が大天狗の中段ほどに供えられた。   























































年頃消滅した。   







青梅の天狗祭りは昭和37年まで行われた。   























































































































い。   




和30年代初めまで行われた。   



























































なくなった。   
20）車上   
テンゴウ祭りといい，自髭神社の境内で行われ  
た。白髭神社は個人持ちの氏神で，かつては同地  






























きず，昭和30年代初めになると下火となった。   

















天狗を有志の大人が，小天狗を子供が作る。   
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